








































鴨川市海辺のグランドデザイン 37

第３章
まちづくりの方向性

2.4  後背市街地ゾーン
目指す将来像

世代に関係なく、文化・伝統・芸術が体験できる空間

演出照明による夜のまち歩きが楽しめる場所

空き店舗・空き家の活用による活気ある商店街

市民の芸術作品を展示できるギャラリーのほか、芸術・文化に
関する活動場所が整備されており、砂浜の貝殻や流木等を活用し

た作品を作るワークショップ等が開催されている。地元の幅広い
世代の方や観光客も参加可能で、多世代交流も活発になっている。

夜になると街並みと調和した街灯や演出照明により、昼間とは
違った雰囲気の空間となり、まち歩きや飲食店等を利用する地域

の方や観光客で賑わう活気ある場所となっている。

後背市街地ゾーンの商店街は、空き店舗にウォールアートが施
されるなど趣ある街並みを形成しているほか、地元の食材を堪能
できる飲食店の進出も見られる。本市の新たな観光名所として、
週末には多くの観光客が訪れる場所となっている。

住居と店舗が同じ建物内にあり、活用が難しかった空き店舗は、
リノベーションに対する公的支援などにより有効活用が進み、新
規出店者も増え、中学生や高校生の集まるカフェやウインドウ
ショッピングが可能なお洒落な雑貨店が出店している。

カフェは、子どもたちが勉強を教え合いながら学習する場と

なっているほか、地元の高齢者の集いや休憩スペースとしても利
用されている。勉強に疲れた時や宿題が終わった時に、海岸や周
辺の公園で遊ぶことのできる環境も、このエリアの魅力の一つと
なっている。

空き家の一部も移住体験施設へと整備され、観光をきっかけと
して鴨川に魅力を感じた方を中心に利用されている。コロナ禍の
影響でテレワークが推進され、働く場所が限定されなくなったた
め、ウェルネスビーチの魅力を感じた方が観光客から定住者に
なったケースも見受けられる。

～地元住民の芸術・文化・商業の新たな中心地～
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№ 方 向 性 取 組

1

◦�市内外から多くの人が集まる賑わい創
出の場所
◦�芸術・文化によるまちづくり
◦�移住体験ができる場所

◦空き家・空き店舗活用のための支援制度

◦アートによる街並みの形成・まちづくりの推進

◦空き家・空き店舗を活用した飲食店・雑貨店の開業

◦移住体験施設の整備

◦各種ワークショップの開催

2 ◦若い世代が集う場所 ◦若い世代向けカフェなどの交流の場の整備

3
◦�アクセス性の確保
◦�歩行者の安全確保

◦新たな公共交通システムの検討

◦マイクロモビリティの貸出

◦駐車場の整備

◦道路環境整備

◦演出照明などの街灯整備

4 ◦�外国人観光客が楽しめる場所
◦伝統工芸などが体験できる文化施設の整備

◦外国人向け日本料理店の整備

◦多言語に対応した案内看板の設置

取組の方向性

SDGsとの連携







第４章
グランドデザイン実現に向けた取組



１.  基本的な考え方
第３章ではまちづくりの方向性について、各ゾーンごとに将来像を定め、その実現に向けた各種取組の方

向性を示した。当該取組を着実に推進するためには市民、地域コミュニティ、民間事業者等との連携が不

可欠である。

また、既存の資源を有効に活用するほか、民間活力の導入等により、経済的にも持続可能な方策を模索

する必要がある。

さらに、グランドデザインは、海辺の魅力の磨き上げ等による賑わいの創出や地域の活力向上を図るととも

に、市民の身体的・精神的・社会的健康と幸福に寄与するものであることを最重要視している。

これらを踏まえ、グランドデザインの実現に向けた基本的な考え方を以下の３点に集約する。

1.1  多様な主体の参画促進と連携　
市民や地域コミュニティ、関係団体等によるまちづくりへの主

体的な参画を促進するための環境整備に取り組む。
市民の参画に当たっては、本市の次代を担う若い世代の方の意

見を聴取していくとともに、活動の担い手としても積極的な参画
を促進する。

飲食店、カフェ、ショップ、マリンアクティビティなどへの民
間企業・団体の参入を促進するため、積極的な支援策を導入する。

各種施設の整備・運営に当たっては、民間の優れた経営ノウハ
ウ・技術力・資金力を活かすことでより質の高いサービス提供が
可能となるため、積極的に民間活力を導入する。
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1.2  既存ストックの活用　

1.3  Well-beingの実現　

限られた財源の中で、新たな機能を導入・整備する際には、選
択と集中の考えのもと、これまで以上に効率的・効果的に各種取
組を推進していく。

既存施設の機能を有効に活用していくことを優先的に検討し、
追加的なコストをかけずに利用者の便益を増大させていくための

創意工夫に注力する。
また、対象地域だけでなく、市全体を見渡した公共施設及び行

政機能のあり方を検討し、市民サービスの向上と行政機能の効率
的な運営を図る。

これまでのまちづくりでは、経済性・効率性などが重視され、
ハード整備に重きを置く傾向にあった。ところが近年ではＳＤＧ
ｓへの機運の高まりもあり、「誰一人取り残さない持続可能なまち
づくり」の視点が重要視され、「機能面」に着目したまちづくりに移
行しつつある。

持続可能なまちづくりとは、多様な背景にある一人ひとりを大
切にすることであり、暮らしやすさ（過ごしやすさや快適さ）と心
身の健康や幸福（Well-being）を実現することである。

本市においても「鴨川市第４次５か年計画」の基本理念に「『元

気』のまちづくり」を掲げ、「地域全体が活力にあふれ、住む人も訪
れる人も元気になる、住んでみたい、ずっと住み続けたいまちづ
くりを進める」としており、「Well-being」の実現を包摂している。
「Well-being」は、鴨川の自然の中で太陽や風、大地を感じな

がら体を動かす時間を日常生活に取り入れ、身体の健康の維持や
教育・社会学習機能を充実させることで精神の健康への寄与を目
指すものである。この実現に当たっては、限られた地域資源を有
効に活用するほか、新たな技術（IT / ICT / IoT）を活用したまち
づくりにも取り組むこととする。

第４章
グランドデザイン
実現に向けた取組
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２.  推進体制の整備
2.1 取組の方向性

2.2 進捗管理
グランドデザインは規模の大きい長期的計画であるため、その

実現には市民の理解、関係事業者の協力、各行政分野を越えた連
携が必要であり、長い期間を要する。

実現に向けた取組については、順次着手できるものもあれば、
事業着手に向けた調整に時間を要するものもあるため、適宜検証
し、必要に応じた見直しを行うものとする。概ね10年を目途に、

将来予想の実現性やその実現に向けた取組状況を総括し、必要な
見直しを行うこととする。

ただし、今後の社会情勢の大きな変化やまちづくりに関係する
法令等の大幅な改正、鴨川市の最上位計画である総合計画やその
他個別計画等が改訂される際には、この限りとせず、柔軟に見直
しを行うものとする。

グランドデザイン実現のためには、まず、当該コンセプトを市
民に広く周知し、理解を得ていくことが重要であるため、関係事
業者や市民の意見との調整を図る取組が必要である。

市民、関係事業者等との合意形成が図られた取組から順次、施

設整備・運営の実施に向けた役割分担や資金調達の具体的手法に
ついて、実施計画を策定し、事業化を行う。

各取組ごとに進捗が異なるものであるが、いずれの取組につい
ても同様のスキームにて推進する。

01

02

03

04

グランドデザイン
共有 役割分担

市民等との対話による、
将来予想の磨き上げ、

実現に向けた取組検討
取組実施

＜取組の方向性スキーム＞



参考資料
（グランドデザイン策定に向けて実施した取組）
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１.  パーソントリップ調査
1.1  調査概要

調査の目的
鴨川シーワールドを観光地点とし本市観光動向を分析するため、同施設の来訪者を対象にアンケート調査を行う。

調査方法
鴨川シーワールドに調査員を配置し、記入依頼によりアンケート調査を実施

調査対象
鴨川シーワールド来訪者

実施期間
令和４年９月14日～令和４年９月15日

調査項目
年齢、発地（居住地）、旅行の目的、同行者構成、交通手段、宿泊の有無、宿泊地、来訪回数、来訪予定先など

取得サンプル数
355サンプル
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鴨川市の観光に関する調査 鴨川市

問３ 旅行の主な目的をお答えください。（最も当てはまる番号１つに〇）

１．観光・レクリエーション ２．帰省・知人訪問 ３．出張・業務旅行 ４ その他

問５ 旅行の同行者の種類をお答えください。（最も当てはまる番号１つに〇）

１．自分ひとり ２．夫婦・パートナー ３．家族・親族 職場の同僚 ５．友人 その他

問２ あなたの居住地をお答えください。（最も当てはまる番号１つに〇）

１．鴨川市内 ２．千葉県内 ３．その他（都道府県名 ）

問１ あなたの年齢をお答えください。（当てはまる番号１つに〇）

１． 歳未満 ２． 代 ３． 代 ４． 代 ５． 代 ６． 代
７． 代 ８． 歳以上

問６ 本日の交通手段をお答えください。（当てはまる番号すべてに〇）

１．鉄道 ２．バス ３．タクシー ４．レンタカー ５．バイク・自転車 ６．自家用車

問４ 旅行の宿泊の有無をお答えください。（最も当てはまる番号１つに〇）

１．なし ２．前日あり（宿泊地名 ） ３．本日あり（宿泊地名 ）

問７ 鴨川シーワールドへの来訪回数をお答えください。（当てはまる番号１つに〇）

１．はじめて ２． 回～４回 ３．５回～ 回 ４． 回以上

問８ 鴨川シーワールドへ来る前に立ち寄った鴨川市内観光地の有無をお答え
ください。（当てはまる番号１つに〇）

１．ない ２．ある （観光地名 ）

問９ これから立ち寄る予定の鴨川市内観光地の有無をお答えください。（当ては
まる番号１つに〇）

１．ない ２．ある （観光地名 ）

質問はこれで終わりです。ご協力くださりありがとうございました。

1.2　調査票

参考資料
グランドデザイン策定に

向けて実施した取組
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1.3　調査結果
問１	 あなたの年齢を教えてください。

	� 　回答者の年齢区分では、「30歳代」が28.8%、「20歳代」が26.6％と回答者全体の半数以上を占めている。

問２	 あなたの居住地を教えてください。
	� 　「その他（千葉県外）」が62.0%と最も高く、平日にもかかわらず県外からの来訪が多いことが判明した。なお、「その他」の内訳は、

「東京都」が33.6%と最も高く、次いで「神奈川県」27.3%、「埼玉県」18.2%となっている。

図１） 年齢について

図2.1） 居住地について 図2.2） 居住地その他内訳

30歳代

28.8％

20歳代

26.6％

40歳代

15.8％

60歳代

13.0％

50歳代

12.7％

10歳代 2.3％

70歳代 0.8％ 10歳未満 0.0％

その他内訳 人数
東京都 74
神奈川県 60
埼玉県 40
茨城県 11
栃木県 4
群馬県 3
大阪府 3
福島県 3
北海道 3
新潟県 2
兵庫県 2
宮城県 2
熊本県 1
福岡県 1
鳥取県 1
静岡県 1
岡山県 1
岐阜県 1
無回答 7
合　計 220

その他

62.0％

千葉県内

36.9％

鴨川市内  1.1％ 東京都
神奈川県
埼玉県
茨城県
栃木県
群馬県
大阪府
福島県
北海道
新潟県
兵庫県
宮城県
熊本県
福岡県
鳥取県
静岡県
岡山県
岐阜県
無回答

33.6％
27.3％

18.2％
5.0％

1.8％

1.4％

1.4％

1.4％

1.4％

0.9％

0.9％

0.9％

0.5％

0.5％

0.5％

0.5％

0.5％

0.5％

3.2％
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問３	 旅行の目的を教えてください。
	� 　「観光・レクリエーション」が94.6％と回答の大半を占める結果となっており、年齢別に特徴的な傾向は見られない。

問４	 宿泊の有無を教えてください。
	� 　「なし」が46.7％、ついで「前日あり」が34.3％、「本日あり」19.0%となっており、「宿泊あり」と回答した人が半数以上を占めて

いる。「居住地」と「宿泊の有無」の関係については、居住地が当該観光地点から遠方になるほど、宿泊を伴う傾向が見て取れる。
また、宿泊はいずれの居住地でも「前日あり」と回答した人が多い傾向にある。

図３） 旅行の目的について

図4.1） 宿泊の有無について 図4.2） 宿泊の有無と居住地の関係

観光・レクリエーション　

94.6％

帰省・知人訪問 2.5％
出張・業務旅行 0.6％

その他 2.3％

なし

46.7％

本日あり

19.0％

前日あり

34.3％

なし 前日あり 本日あり

参考資料
グランドデザイン策定に

向けて実施した取組

鴨川市内

千葉県内

その他

100.0％

57.7％

39.3％ 37.4％ 23.3％

30.0％ 12.3％
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図4.1） 宿泊の有無について（再掲）

図4.1） 宿泊の有無について（再掲）

図4.4） 「本日あり」の宿泊地内訳

図4.3） 「前日あり」の宿泊地内訳

その他内訳 人数
鴨川市 33
館山市 3
白浜町 3

木更津市 3
南房総市 2
千倉町 2
勝浦市 1

九十九里町 1
御宿町 1
富津市 1
合計 50

その他内訳 人数
鴨川市 54
館山市 7
白浜町 6
勝浦市 6
浦安市 4
御宿町 3

南房総市 3
東京都 2

木更津市 2
千葉市 2
茨城県 2
千倉町 1

いすみ市 1
君津市 1

神奈川県 1
車中泊 1
市原市 1
合計 97

鴨川市
館山市
白浜町

木更津市
南房総市

千倉町
勝浦市

九十九里町
御宿町
富津市

鴨川市
館山市
白浜町
勝浦市
浦安市
御宿町

南房総市
東京都

木更津市
千葉市
茨城県
千倉町

いすみ市
君津市

神奈川県
車中泊
市原市

66.0％

55.7％

6.0％

7.2％

6.0％

6.2％

6.0％

6.2％

4.0％

4.1％

4.0％

3.1％

2.0％

3.1％

2.0％

2.1％

2.0％

2.1％

2.0％

2.1％

2.1％

1.0％

1.0％

1.0％

1.0％

1.0％

1.0％

�　「前日あり」と回答した人の宿泊地の内訳は、「鴨川市」が55.7%と半数以上を占めている。ついで、「館山市」7.2%、「白浜町」「勝
浦市」6.2%となっている。

�　「本日あり」と回答した人の宿泊地の内訳は、「鴨川市」が66.0%と半数以上を占めている。ついで、「館山市」 「白浜町」「木更津市」 
6.0%となっており、「前日あり」と同様の傾向が見て取れる。

なし

46.7％

本日あり

19.0％

前日あり

34.3％

なし

46.7％

本日あり

19.0％

前日あり

34.3％
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参考資料
グランドデザイン策定に

向けて実施した取組

問５	 同行者を教えてください。
	� 　同行者については「家族・親族」が48.6％と回答のほぼ半数を占めており、ついで、「夫婦・パートナー」33.3%、「友人」10.7%

となっている。年齢別の同行者区分では、「30歳代」「40歳代」及び「70歳以上」では「家族・親族」が多い傾向が見られ、「10歳代」「20
歳代」と「50歳代」「60歳代」では「夫婦・パートナー」が多くなっている。

問６	 交通手段を教えてください。
	� 　当該観光地点までの交通手段は「自家用車」が74.9%と最も高く、ついで「バス」「レンタカー」8.5%となっている。年齢別では、

「10歳代」と「70歳以上」では他の年齢に比べ、「鉄道」と回答した人の割合が高い傾向にある。このことは、自家用車や自動車運
転免許証の保有状況に関係しているものと推察され、安房鴨川駅からの無料送迎バスによるアクセスの良さから鉄道利用が伸び
ているものと思われる。

図5.1） 同行者について

図6.1） 交通手段について 図6.2） 年代別交通手段

図5.2） 年齢別同行者区分
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問７	 鴨川シーワールドへの来訪回数を教えてください。
	� 　「はじめて」が４割、１回以上のリピーターが全体の６割を占める結果となった。
	� 　年齢別の来訪回数は、年齢が高くなるにつれ来訪回数が多くなる傾向にあり、当該施設は若者世代だけでなく幅広い世代に楽

しんでもらえていることが伺える。
	� 　また、居住地別の来訪回数は、「その他（千葉県外）」は「はじめて」が51.8%と半数程度を占めているものの、残り半数はリピー

ターであることが見て取れる。「千葉県内」についても８割近くがリピーターであり、県内外を問わず「何度でも足を運びたい施設」
であることが伺える。

図7.1） 来訪回数について

図7.2） 年齢別来訪回数
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図7.3） 居住地別来訪回数
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問８	 立ち寄った観光地の有無を教えてください。
	� 　鴨川シーワールド来訪前に立ち寄った観光地の有無については「ない」が87.6％と、回答者の多くは当該施設を目的地としてい

ることが伺える。「ある」と回答した44人のうち、42人から具体的な観光地名の回答が得られ、もっとも回答の多かったのは「マ
ザー牧場」（富津市）であった（バラつきあり）。

	� 　鴨川市の立ち寄り先として最も多く回答が寄せられた観光地等は「藤よし」であった。

問９	 立ち寄る予定の観光地の有無を教えてください。
	� 　鴨川シーワールド来訪後に立ち寄る予定の観光地の有無については「ない」が82.7%と、回答者の多くは当該施設を最終の目的

地とし、直帰を予定していることが伺える。なお、「ある」と回答した61人のうち、45人から具体的な観光地名の回答が得られ、もっ
とも回答の多かったのは「道の駅」（不特定）であった（お土産物等を購入目的としているものと推察される）。

	� 　鴨川市の立ち寄り先として回答が寄せられた観光地等は「藤よし」、「鴨川市場（潮騒市場）」であった。

図8.1） 立ち寄った観光地の有無

図9.1） 立ち寄る予定の観光地の有無

表8.2） 立ち寄った観光地ランキング

表9.2） 立ち寄る予定の観光地ランキング

ない

87.6％

ない

82.7％

ある

12.4％

ある

17.3％

No. 観光地 回答数

1 マザー牧場（富津市） 8
2 鋸山（富津市） 5
3 藤よし（鴨川市） 3

No. 観光地 回答数

1 道の駅（不特定） 12
2 マザー牧場（富津市） 7
3 はちみつ工房（君津市） 2

（総回答数42）

（総回答数45）

その他、回答のあった鴨川市の観光地

安房鴨川駅（電車の車両を見学）
潮騒市場
誕生寺
大山千枚田

その他、回答のあった鴨川市の観光地

藤よし
鴨川市場（潮騒市場）
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２.  高校生ワークショップ
1.1  目的

1.2  対象及び日時

若い世代が考える鴨川市の強み弱み、今後求められるもの（ニー
ズ）について意見を聴取し、「鴨川市海辺のグランドデザイン」のコ

ンセプト設計の基礎資料とするため、市内高等学校に通う生徒を
対象にワークショップを開催する。

鴨川令徳高等学校
参加者：２学年及び３学年の生徒７名（生徒会役員）

日時：令和４年９月26日（月）16：00 ～ 17：10

千葉県立長狭高等学校
参加者：２学年及び３学年の生徒10名

日時：令和４年10月４日（火）16：00 ～ 17：10
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1.3  意見集約（対象地域で実現できたら良いと思うこと）

想定する属性 意　　　見

子ども
（未就学児）

⃝インフラに関する意見
　・�海の近くに公園があるがトイレの数が少ない。
　・�トイレに仕切りもないため、プライベート環境がない。親が子どものおむつを替えることができる場所が
あれば良い。（多目的トイレ等）

⃝休憩スペースに関する意見
　・�海岸沿いで花火大会があったが、座る場所がないことが不便だった。
　・�段差が高く、小さい子どもでは上がることができないため、段差をなくした方がいいと思う。
　・�日除けがあると良い。

小学生

⃝遊び場（運動、飲食、娯楽含む。）に関する意見
　・�海側に駄菓子屋などの行きやすい場所があれば、子どもが集まりやすい。
　・�海岸近くの公園に子ども用アスレチックがあれば良い。
　・�海を利用して、小さい子どもでも魚を釣ることのできる釣り堀があれば良い。
　・�子どもはお菓子が好きなので、気軽に立ち寄ることができる駄菓子屋があれば子どもが集まると思う。

⃝インフラに関する意見
　・�海沿いにゴミ箱がなく、ゴミが散逸していることが多いため、ゴミ箱を設置した方が良いと思う。

中学生 －

高校生

⃝遊び場（運動、飲食、娯楽含む。）に関する意見
　・�現在、前原横渚海岸はＢＢＱ禁止となっているが、一角を区切ってＢＢＱスペースを作れば、人が来ると
思う。

　・�カフェなどの暇つぶしができる場所がないため、目的なく集まることができる場所が欲しい。
　・�飲食店が少ないため、デリバリーできるような飲食店が欲しい。
　・�ランニングで海に行く。海岸沿いは草や砂等があり、走りにくいため、ランニングコースを整備してほしい。

⃝インフラに関する意見
　・�駐輪スペースが分かりにくく、通行の邪魔になるような場所に駐輪されている。
　・�海岸前に車が駐車されているため、海岸に行きにくい。
　・�脱衣所がないため、車の近くで脱衣しているサーファーが多い。

⃝学習施設に関する意見
　・�最寄りの学習塾が館山になるため、塾などの学習施設が欲しい。

⃝景観に関する意見
　・�ＳＮＳでバズるような映えスポットがあれば集客できると思う。
　・�よく海岸沿いを散歩するが、道に砂がたまっていたり草が生い茂っていたりするので、管理した方が良い。
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想定する属性 意　　　見

大学生
⃝遊び場（運動、飲食、娯楽含む。）に関する意見
　・�サーファーはスケボーをやっていることが多いため、海岸近くにスケボーができる環境を作ればリピート
に繋がると思う。

　・�長期休みを利用して鴨川に来訪してもらえるように長期滞在施設を作ってはどうか。

社会人
（勤労世代）

⃝遊び場（運動、飲食、娯楽含む。）に関する意見
　・�プロのビーチバレーやビーチサッカーの試合を見ることができる環境があると良い。
　・�砂浜でお酒が飲めるような環境があれば良い。
　・�日比谷公園音楽堂のようにカラオケ大会やライブなどが企画できるイベント会場があれば良い。
　・�観光だけでなく文化施設という機能面も備えていただきたい。
　・�閉店時間が早いお店が多いため、遅い時間まで営業している商業施設があればと思う。
　・�平日だと海に行けるのは夜11時になってしまうため夜でも楽しめるアクティビティや街灯があれば良い。
　・�海辺で走る環境整備。100ｍごとにストレッチ器具を置くなど歩く目標作り。

⃝休憩スペースに関する意見
　・�ふらっと立ち寄ることができるような公園。公園内に日陰となるような場所があれば良い。

⃝景観に関する意見
　・�写真が撮れる場所
　・�海や山の自然環境を一望できるような展望台があれば良い。
　・�「鴨川」のサイン版のようなものを設置して、そこで記念写真を撮れるようにできると良い。

⃝行政機能に関する意見
　・行政機能があれば良いと考える。

子育て世代

⃝遊び場（運動、飲食、娯楽含む。）に関する意見
　・�小さい子どもがいても食事できる環境があれば良い。
　・�海辺のこども図書館。海岸に長い時間いてもらえるような環境を整備する。
　・�旧市民会館跡地を１階カフェ、２階図書館に改装できれば良いと思う。
　・�子ども向けにバナナボート、ジェットスキー、宝探しなどのイベントを開催すれば、子どもが行きたがっ
て親も一緒に来ると思う。

　・�子どもが遊べる場所もなく、仮に子どもが遊べる場所があったとしても、子どもが遊んでいる間に親が休
める場所はないと考える。

⃝インフラに関する意見
　・�夜は海岸周辺の道も暗いため、街灯が欲しい。
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想定する属性 意　　　見

家族 ⃝インフラに関する意見
　・�道が狭いため行きにくい。道幅が２～３倍になったら景観も変わると思う。

高齢者

⃝遊び場（運動、飲食、娯楽含む。）に関する意見
　・�健康を意識している高齢者が多いため、ゲートボールなど気軽に体を動かすことができるような施設があ
れば良い。

　・�高齢者向けの簡単な運動できる場所があれば良い。

⃝インフラに関する意見
　・�バスの本数が少ないため行きにくい。海岸近くの商店街は歩道が狭いため、道を広くすべき。
　・�夜は暗いため、歩きやすいように街灯を増やす。

⃝休憩スペースに関する意見
　・�公園もあるが、座れる場所が少ないので休憩できる場所があると良い。

障害のある方

⃝インフラに関する意見
　・�海を見て楽しんで欲しいため、桟橋をつくり、車椅子で海の近くに行くことができる環境があれば良い。
ユニバーサルデザインを意識できれば良いと思う。

　・�道を広くすることで不自由さをなくし、動きやすい環境を整備する。多目的トイレなど
　・�点字案内があると良い。
　・�安心して遊べる環境がないため、ユニバーサルデザインを意識した場所があれば良い。

観光客
（外国人含む）

⃝遊び場（運動、飲食、娯楽含む。）に関する意見
　・�鴨川だと親が子どもと一緒にサーフィンに来た場合、子どもが楽しめる環境がない。鎌倉なら鎌倉市街を
散策できる。

　・�サーファーが帰りに立ち寄ることができるスーパー銭湯のリラックスできる施設（ヨガ、マッサージ、アロ
マテラピーなど）があれば良い。

　・�冬に来る人が少ない。サーファーとアーバンスポーツ（スケボー等）する人の属性は同様と考えられるので、
アーバンスポーツができる場所を提供する。（リピーターに繋がる。）

　・�令徳高校は留学生も多いことから、留学生の親向けや外国人観光客のために日本料理を提供するお店があっ
ても良いと思う。
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３.  関係団体との意見交換会
3.1  目的

グラントデザイン策定に当たり、商工業、観光業を始めとした
関係団体の意見を聴取し、コンセプト設計の基礎資料とするため、

観光を始めとする関係団体との意見交換会を実施する。

3.2  開催概要

№ 団　体　名 役　　職 氏　　名

1 鴨川観光プラットフォーム株式会社 代表取締役 鈴 木 　 健 史

2 一般社団法人　鴨川市観光協会 会 長 久 根 崎 　 達 郎

3 一般社団法人　鴨川市観光協会　 副 会 長 吉 田 　 孝 男

4 一般社団法人　鴨川市観光協会　 副 会 長 藤 巻 　 武 仁

5 一般社団法人　鴨川市観光協会　 理 事 高 梨 　 貴 央

6 鴨川市商工会 会 長 島 田 　 誠 一

7 鴨川市商工会 理 事 本 多 　 信 介

8 鴨川市漁業協同組合 総 務 部 長 松 井 　 政 人

9 鴨川温泉旅館業協同組合 理 事 長 吉 村 　 敦 広

10 鴨川ライフセービングクラブ 会 長 水 谷 　 好 伸

11 鴨川シーワールド 総 支 配 人 藤 原 　 悟 作

12 一般社団法人　鴨川市青年会議所 理 事 長 須 金 　 幹 晴

13 鴨川ライオンズクラブ若獅子支部 会 長 御 園 　 康 史

14 鴨川サーフィンクラブ 会 長 川 井 　 幹 雄

15 千葉県議会議員 川 名 　 康 介

日時及び場所
日時：令和４年11月10日（木）　　場所：鴨川市役所４階　会議室

参加者
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3.3  意見交換会概要
・�対象地域に魅力的な建物を作っても、経済的に支える仕組みを

構築しないと長続きしないのではないか。
・�ハード面にはあまり予算をかけず、ソフト面の施策に注力とい

うことだが、お金をかけるべきところはかけないと魅力向上に
はつながらないのではないか。

・�フィッシャリーナからシーワールドまでの海岸線の道路で一つ
の流れを作るという話が以前の計画では出ていた。その文脈で、
海からホテルにアクセスできるような導線づくりといったこと
も議論されていた。こうした観点から、観光庁の事業である「地
域一体となった観光地の再生・観光サービスの高付加価値化事
業 」の補助金の活用を来年度検討してはどうか。

・�鴨川市に住んでいる既存事業者を意識した計画策定をしてほし

い。既存店舗は、後継ぎがいないため閉店しているお店が多い
が、そうした店舗は店舗と住居が一緒になっていることが多く、
仮に貸し出すとしたら信用できる人にしか貸し出したくないの
ではないか。そうした店舗に対し、住居と店舗を別にするため
の建築費の補助が市として求められるのではないか。

・�海辺周辺のシャワーなどの設備が少ないことが課題。鴨川の海
は、冬でも水温がある程度高く、ウェットスーツを着用すれば
十分サーフィンができる環境であるものの、サーフィン後の着
替えやシャワーができる場所がないことがネックになっている。
こうした課題を踏まえると、冬でも海辺での体験ができるよう
に更衣室や温水シャワー、ジャグジーなどの施設整備が必要。

意見交換会の様子
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４.  シンポジウム
4.1  目的

高校生ワークショップや関係団体との意見交換会、市民アン
ケート結果の分析などをもとに鴨川市が検討した対象地域の将来

像について、市民等の意見を聴取し、グランドデザイン策定に当
たっての参考資料とするため、シンポジウムを開催する。

4.2  開催概要
日時及び場所

日時：令和５年３月18日（土）13:30 ～　　場所：鴨川市役所４階　会議室

開催概要
１

開会（13：30）
　
２

挨拶（13：35）

３

鴨川市海辺のグランドデザイン（素案）の概要説明（13：40）

４

パネルディスカッション（14：30）

【テーマ】

①　旧鴨川市市民会館跡地周辺エリアに必要な機能について
②　前原横渚海岸周辺地域の活性化に必要な取組について

【コーディネーター】

鴨川市長　長谷川 孝夫

【パネリスト】

一般社団法人鴨川市観光協会　会長　久根崎 達郎
鴨川市商工会　女性部長　倉島 圭子

鴨川ライフセービングクラブ　会長　水谷 好伸
株式会社ＮＴＴデータ経営研究所　パートナー　大野 博堂

５

閉会（15：30）
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4.3  パネルディスカッション概要
テーマ①　旧鴨川市市民会館跡地周辺エリアに必要な機能について

テーマ②　前原横渚海岸周辺地域の活性化に必要な取組について

グランドデザインの実現に向けて必要な取組について

・�鴨川シーワールドに次ぐテーマパークが欲しい。
・�賑わい創出のために駐車場整備は必要である。
・�津波を想定した防災機能を旧市民会館周辺エリアに整備する必

要がある。
・�海岸線エリアを、ユニバーサルビーチとして整備し、障がいの

ある方も砂浜を楽しめる環境づくりをしてはどうか。
・�既存遊休施設などの今ある資源を最大限に活用していく。鴨川

駅周辺は、たくさんの人で賑わう魅力がある。
・�映画館の誘致やコンサートなどが開催できる文化施設を整備し

てはどうか。

・�鴨川有料道路から自家用車で市街地に来たときに、鴨川駅から
海辺方面にアクセスするのが困難である。自家用車での来訪を
踏まえた海辺エリアへのアクセス性向上の取組が必要である。

・�安心・安全の観点から駐車場が必要である。足りないから路上
駐車が多い。危険規制してほしい。できれば立体駐車場の整備
が望ましい。

・�旧市民会館跡地と魅力体験広場を大きな拠点として整備する。
その拠点の間を多くの人に歩いてもらえると良い。ショップ、
レストラン、カフェなどの進出が見込める。

・�旧市民会館エリアから魅力体験広場までの移動を快適にする新
モビリティの導入を検討する。それ自体を目当てに来ていただ
けるようなものにすると良いと考える。

・�今後、地域活性化のための事業を行うに当たっては、地域の声
を聴いていくことが重要である。

・�具体的な事業に取り組むに当たっては、民間事業者の参入を検
討していくとともに,財源確保の観点から、国などの補助事業の
活用やふるさと納税の更なる推進などが必要である。

・�あの砂浜を維持することは難しい。ベースとして前原横渚海岸
をどうしたいかを決めた上でその次のステップが開発ではない
か。

・�色々と手を加えてほしくない。ただ、住民がのんびりと過ごせ
るような空間づくりをしてほしい。

シンポジウムの様子

参考資料
グランドデザイン策定に

向けて実施した取組
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